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(57)【要約】
【課題】映像出力側と双方向通信可能に接続された映像
表示側に対する操作に応じて映像表示側から映像出力側
に対して送信されるコマンドに対するレスポンスをより
高速にする。
【解決手段】デジタルテレビに対し、ＨＤＭＩケーブル
で接続されたフォトプリンタから出力された映像が表示
される。テレビリモコンの拡大ボタンを押下し続ける間
は、デジタルテレビにおいて、デジタルテレビが有する
映像の拡大機能により表示映像を拡大する。拡大ボタン
が離されると、デジタルテレビからフォトプリンタに対
して、ズームインボタンの押下状態が解除された時点で
の拡大倍率で映像の拡大処理を行うように要求される。
フォトプリンタは、この要求に応じて、フォトプリンタ
が有する映像の拡大機能により映像の拡大処理を行い、
拡大処理された映像をデジタルテレビに送信する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部の装置から映像信号を入力する映像信号入力手段と、
　前記映像信号入力手段により入力された映像信号に係る映像を表示する表示手段と、
　ユーザによる表示領域変更操作を受け付けるユーザ操作受け付け手段と、
　前記外部の装置との間で通信を行う通信手段と、
　前記表示手段に表示される映像の表示領域を変更し、前記変更した表示領域の映像を前
記表示手段に表示する表示領域変更手段と、
　前記表示領域変更操作に応じて前記表示領域変更手段を制御する制御手段と
を有し、
　前記制御手段は、
　前記表示領域変更操作に応じて前記表示領域を変更して前記変更した表示領域の映像を
前記表示手段に表示するように前記表示領域変更手段を制御し、
　前記表示領域変更操作による表示領域の変更が完了したと判断されたら、該変更が完了
した該表示領域を示す情報を前記通信手段により前記外部の装置に送信する
ことを特徴とする映像表示装置。
【請求項２】
　前記通信手段により前記外部の装置に送信された前記表示領域を示す情報に応じて該外
部の装置から前記映像信号入力手段に入力された前記映像信号に係る映像を前記表示手段
に表示させる
ことを特徴とする請求項１に記載の映像表示装置。
【請求項３】
　前記通信手段により、前記変更が完了した前記表示領域を示す情報と、印刷命令とを前
記外部の装置に送信する
ことを特徴とする請求項１に記載の映像表示装置。
【請求項４】
　前記表示領域変更手段は、
　前記表示領域のサイズまたは位置の少なくとも一方を変更する
ことを特徴とする請求項１乃至請求項３の何れか１項に記載の映像表示装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、
　前記ユーザ操作受け付け手段に対して受け付けられた前記表示領域変更操作が解除され
たら、前記変更が完了したと判断し、前記変更が完了したと判断するまで前記表示領域を
変更する処理を連続的に行うように前記表示領域変更手段を制御する
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４の何れか１項に記載の映像表示装置。
【請求項６】
　前記外部の装置から出力される映像信号は、前記表示手段の表示解像度よりも高い解像
度の映像に基づく映像信号である
ことを特徴とする請求項１乃至請求項５の何れか１項に記載の映像表示装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、
　前記表示領域変更操作を受け付けたことに応じて、表示中の前記映像に係る映像信号の
出力停止の要求を前記通信手段により前記外部の装置に送信し、前記表示領域変更操作に
よる表示領域の変更が完了したと判断されたら、該変更が完了した該表示領域を示す情報
と共に前記表示領域変更操作を受け付け時に表示中の映像に係る映像信号を示す情報を前
記外部の装置に送信する
ことを特徴とする請求項１乃至請求項６の何れか１項に記載の映像表示装置。
【請求項８】
　外部の装置から映像信号を入力する映像信号入力ステップと、
　前記映像信号入力ステップにより入力された映像信号に係る映像を表示手段に表示する
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表示ステップと、
　ユーザによる表示領域変更操作を受け付けるユーザ操作受け付けステップと、
　前記外部の装置との間で通信を行う通信ステップと、
　前記表示ステップにより前記表示手段に表示される映像の表示領域を変更し、前記変更
した表示領域の映像を前記表示手段に表示する表示領域変更ステップと、
　前記表示領域変更操作に応じて前記表示領域変更ステップを制御する制御ステップと
を有し、
　前記制御ステップは、
　前記表示領域変更操作に応じて前記表示領域を変更して前記変更した表示領域の映像を
前記表示手段に表示するように前記表示領域変更ステップを制御し、
　前記表示領域変更操作による表示領域の変更が完了したと判断されたら、該変更が完了
した該表示領域を示す情報を前記通信ステップにより前記外部の装置に送信する
ことを特徴とする映像表示装置の制御方法。
【請求項９】
　外部の装置に対して映像信号を出力するための映像信号出力手段と、
　前記外部の装置との間で通信が可能な通信手段と、
　映像信号に対して出力領域を設定する領域設定手段と、
　前記領域設定手段を制御する制御手段と
を有し、
　前記制御手段は、
　前記通信手段により受信された、前記映像信号出力手段から前記外部の装置に対して出
力された前記映像信号に応じて該外部の装置から送信された表示領域を示す情報に基づき
、該外部の装置に対して出力するために用いた該映像信号に対して前記出力領域を設定す
るように前記領域設定手段を制御する
ことを特徴とする映像出力装置。
【請求項１０】
　前記外部の装置に対して出力するために用いた映像信号のうち、前記領域設定手段で設
定された前記出力領域の前記映像信号を、前記映像信号出力手段により前記外部の装置に
出力する
ことを特徴とする請求項９に記載の映像出力装置。
【請求項１１】
　映像信号に基づき印刷を行う印刷手段をさらに有し、
　前記通信手段により前記表示領域を示す情報と共に受信された印刷命令に応じて、前記
外部の装置に対して出力するために用いた映像信号のうち、前記領域設定手段で設定され
た前記出力領域の前記映像信号に基づき前記印刷手段による印刷を行う
ことを特徴とする請求項９に記載の映像出力装置。
【請求項１２】
　前記外部の装置に対して出力する映像信号は、該外部の装置が備える表示手段の表示解
像度よりも高い解像度の映像に基づく
ことを特徴とする請求項９に記載の映像出力装置。
【請求項１３】
　外部の装置に対して映像信号を出力するための映像信号出力ステップと、
　前記外部の装置との間の通信により受信された、前記映像信号出力ステップにより前記
外部の装置に対して出力された前記映像信号に応じて該外部の装置から送信された表示領
域を示す情報に基づき、該外部の装置に対して出力するために用いた該映像信号に対して
出力領域を設定する設定ステップと
を有する
ことを特徴とする映像出力装置の制御方法。
【請求項１４】
　外部の装置から映像信号を入力する映像信号入力手段と、
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　前記映像信号入力手段により入力された映像信号に係る映像を表示する表示手段と、
　ユーザによる表示領域変更操作を受け付けるユーザ操作受け付け手段と、
　前記表示手段に表示される映像の表示領域を変更し、前記変更した表示領域の映像を前
記表示手段に表示する表示領域変更手段と、
を有する映像表示装置と、
　映像信号に対して出力領域を設定する領域設定手段を有し、映像信号を出力する映像出
力装置と、
　前記映像出力装置から出力された映像信号を前記映像表示装置に送信する映像信号送信
手段と、
　前記映像表示装置と前記映像出力装置との間で通信を行う通信手段と
を備え、
　前記映像出力装置から前記映像表示装置に対して前記映像信号送信手段により前記映像
信号が送信され、
　前記映像表示装置は、
　前記表示領域変更手段により前記表示領域変更操作に応じて前記表示領域を変更して前
記変更した表示領域の映像を前記表示手段に表示させ、該表示領域変更操作による表示領
域の変更が完了したら、該変更が完了した該表示領域を示す情報を前記通信手段により前
記映像出力装置に送信し、
　前記映像出力装置は、
　前記通信手段により送信された前記表示領域を示す情報に基づき、前記映像表示装置に
対して出力するために用いた前記映像信号に対して前記出力領域を設定する
ことを特徴とする映像出力システム。
【請求項１５】
　前記映像出力装置は、
　前記映像表示装置に対して出力するために用いた映像信号のうち、前記通信手段により
送信された前記表示領域を示す情報に基づき、前記映像表示装置に対して出力するために
用いた前記映像信号に対して設定された前記出力領域に対応する映像信号を、前記映像信
号送信手段により該映像表示装置に送信し、
　前記映像表示装置は、
　前記映像出力装置から前記映像信号送信手段により送信された前記出力領域に対応する
映像信号を前記表示手段に表示させるようにした
ことを特徴とする請求項１４に記載の映像出力システム。
【請求項１６】
　前記映像出力装置は、
　映像信号に基づき印刷を行う印刷手段をさらに有し、
　前記映像表示装置は、
　前記通信手段を用いて、前記変更が完了した前記表示領域を示す情報と印刷命令とを、
前記通信手段を用いて前記映像出力装置に送信し、
　前記映像出力装置は、
　前記通信手段により送信された前記印刷命令に応じて、前記映像表示装置に対して出力
するために用いた映像信号のうち、前記映像表示装置から前記通信手段により該印刷命令
と共に送信された前記表示領域を示す情報に基づき前記領域設定手段により設定された前
記出力領域の前記映像信号に基づき、前記印刷手段による印刷を行うようにした
ことを特徴とする請求項１４に記載の映像出力システム。
【請求項１７】
　前記映像出力装置から前記映像表示装置に対して前記映像信号送信手段により送信され
る映像信号は、前記表示手段の表示解像度よりも高い解像度の映像に基づく映像信号であ
る
ことを特徴とする請求項１４乃至請求項１６の何れか１項に記載の映像出力システム。
【請求項１８】
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　前記映像表示装置は、
　前記表示領域変更操作を受け付けたことに応じて、表示中の前記映像に係る映像信号の
出力停止の要求を前記通信手段により前記映像出力装置に送信し、該表示領域変更操作に
よる表示領域の変更が完了したら、該変更が完了した該表示領域を示す情報と共に該表示
領域変更操作を受け付け時に表示中の映像に係る映像信号を示す情報を該映像出力装置に
送信し、
　前記映像出力装置は、
　前記通信手段により前記表示領域を示す情報と共に送信された、前記表示領域変更操作
を受け付け時に表示中の映像に係る映像信号を示す情報をさらに用いて前記出力領域を決
定する
ことを特徴とする請求項１４乃至請求項１７に記載の映像出力システム。
【請求項１９】
　映像出力装置から映像表示装置に対して映像信号を送信する映像信号送信ステップと、
　前記映像出力装置から送信された映像信号に係る映像を前記映像表示装置の表示手段に
表示させる表示ステップと、
　ユーザによる表示領域変更操作を前記映像表示装置が受け付けるユーザ操作受け付けス
テップと、
　前記映像表示装置が、前記表示領域変更操作に応じて前記表示手段に表示される映像の
表示領域を変更して前記変更した表示領域の映像を前記表示手段に表示させる表示領域変
更ステップと、
　前記映像表示装置が、前記表示領域変更操作による前記表示領域の変更が完了したと判
断したら、該変更が完了した該表示領域を示す情報を前記映像出力装置に送信する通信ス
テップと、
　前記通信ステップにより送信された前記表示領域を示す情報に基づき、前記映像表示装
置に対して送信するために用いた映像信号に対して前記映像出力装置が出力領域を設定す
る設定ステップと
を有する
ことを特徴とする映像出力の制御方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、映像表示側の操作に応じて映像表示側から映像出力側を制御する際に用い
て好適な映像表示装置およびその制御方法、映像出力装置およびその制御方法、ならびに
、映像出力システムおよび映像出力の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年のデジタル技術の進展に伴い、テレビジョン放送の方式も、ＨＤ(High Definition
)映像を伝送可能なデジタルハイビジョン方式に移行しつつある。これに伴い、家庭にも
高画質、高音質なデジタルハイビジョン放送を楽しむ環境が広まり、ＨＤ映像に対応した
テレビジョン受像機やレコーダが普及している。また、デジタル放送用チューナやレコー
ダからテレビジョン受像機への出力方法の一つとして、ＨＤＭＩ(High-Definition Multi
media Interface)と呼ばれるデジタルインタフェースが用いられている。
【０００３】
　ＨＤＭＩは、パーソナルコンピュータのディスプレイ向けの映像入出力用デジタルイン
タフェースであるＤＶＩ(Digital Visual Interface)をベースとして、デジタル家電向け
に開発されたものである。ＨＤＭＩによれば、映像データおよび音声データと共に、機器
間のリモート制御用双方向コントロール信号を１本のケーブルで伝送可能にしている。
【０００４】
　ＨＤＭＩでは、ＣＥＣ（Consumer Electronics Control）と呼ばれる機器制御用プロト
コルを利用し、機器間の双方向制御を実現している。ＣＥＣに規定されるＣＥＣコマンド
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を利用することで、例えば、レコーダの電源をＯＮにするだけで、テレビジョン受像機の
入力をＨＤＭＩによる入力に切り替えることが可能となる。また例えば、テレビジョン受
像機を遠隔操作するためのリモートコントロールコマンダの録画ボタンを押すだけでレコ
ーダの電源をＯＮにして、視聴中の番組の録画を開始することも可能となる。
【０００５】
　また、レコーダ以外にも映像出力端子を備えた製品が普及しつつある。例えば、デジタ
ルカメラやビデオカメラ、プリンタ、カメラ付き携帯電話などに映像出力端子を備えた製
品が開発されている。このような機器では、デジタルカメラで撮影した写真をテレビジョ
ン受像機に対してスライドショー表示して楽しんだり、写真を印刷する前にテレビジョン
受像機の画面で印刷イメージを確認してから印刷したりすることが可能となっている。こ
のように、デジタルカメラなどをテレビジョン受像機に接続するだけで、ユーザが撮影し
た写真や動画などを簡単に閲覧できるようにした製品は、ユーザにとって利便性が高い。
【０００６】
　ところで、近年のデジタルカメラなどに代表される撮像機器の高機能、高性能化に伴い
、撮影画像の画素数も、急激に増加してきている。このため、テレビジョン受像機の画素
数よりも大きな画素数の画像データを扱う例も多くなってきている。
【０００７】
　ＨＤＭＩは、上述したように、ＣＥＣコマンドを用いて２つの機器間での表示制御が可
能である。ここで、共に映像の拡大機能を備えたプリンタとテレビジョン受像機がＨＤＭ
Ｉにより接続されており、プリンタは、テレビジョン受像機に対して写真などの画像デー
タによる映像データを出力している場合について考える。
【０００８】
　このような場合において、テレビジョン受像機に表示されている映像を拡大表示させる
際に、テレビジョン受像機のリモートコントロールコマンダを使って、表示映像を拡大す
る命令を送信することが考えられる。このとき、表示映像の拡大命令に従いテレビジョン
受像機側で拡大処理を行うと、入力された映像に対して拡大処理が行われるため、単なる
電子ズームとなり画質が劣化する。
【０００９】
　そこで、リモートコントロールコマンダからテレビジョン受像機に対して送信された拡
大命令を、ＨＤＭＩのＣＥＣコマンドを利用してプリンタ側に送信する。そして、この拡
大命令に基づきプリンタ側で拡大処理を行わせる。拡大処理された画像データは、プリン
タからテレビジョン受像機にＨＤＭＩにより送信され、テレビジョン受像機にて表示され
る。プリンタ側が持つオリジナルの画像データから拡大映像を生成してテレビジョン受像
機に対して出力することが可能になるため、画質劣化を伴わずに拡大映像を表示できる。
【００１０】
　この場合、ユーザがテレビジョン受像機のリモートコントロールコマンダを操作して送
信された拡大命令は、最終的にプリンタで処理されていることになる。このように、ＨＤ
ＭＩを利用すれば、ユーザに意識させることなく、テレビジョン受像機とプリンタとの間
の処理を、シームレスに行うことができる。
【００１１】
　特許文献１には、プリンタと外部ディスプレイとを接続し、外部ディスプレイの表示内
容を制御する技術が記載されている。特許文献１の記載によれば、メモリカードからプリ
ンタに入力された画像を外部ディスプレイに出力して、プリンタの操作部を操作して印刷
プレビューなどを表示させるようにしている。
【特許文献１】特開２００２－２５４７５１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　ここで、例えば上述したＨＤＭＩによりテレビジョン受像機と映像出力可能なプリンタ
とを接続し、テレビジョン受像機側からプリンタを制御する場合について考える。一例と
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して、プリンタから出力されテレビジョン受像機に表示される映像の拡大縮小やスクロー
ル処理を、ＣＥＣコマンドを用いてテレビジョン受像機側から制御する。
【００１３】
　この場合、拡大処理中やスクロール処理中に、拡大命令やスクロール命令を随時、テレ
ビジョン受像機からプリンタに送信する必要がある。さらに、テレビジョン受像機におい
て表示されている映像の、元画像に対する表示領域を示す情報を、テレビジョン受像機か
らプリンタに対して随時、送信する必要がある。このため、プリンタでの命令処理や、テ
レビジョン受像機とプリンタとの間での通信ロスなどにより、ユーザ操作に対するレスポ
ンスが遅れる可能性があるという問題点があった。これは、テレビジョン受像機に表示さ
れる映像に対応する印刷領域で、テレビジョン受像機からプリンタに対してトリミング印
刷を指示する場合も、同様である。
【００１４】
　また、上述した特許文献１は、外部ディスプレイに表示する映像は、映像の出力側であ
るプリンタの操作部を操作して制御するため、双方向通信によって互いの機器を制御する
方法については開示されていない。
【００１５】
　したがって、この発明の目的は、映像出力側と双方向通信可能に接続された映像表示側
に対する操作に応じて映像表示側から映像出力側に対して送信されるコマンドに対するレ
スポンスをより高速とすることが可能な映像表示装置およびその制御方法、映像出力装置
およびその制御方法、ならびに、映像出力システムおよび映像出力の制御方法を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上述した課題を解決するために、第１の発明は、外部の装置から映像信号を入力する映
像信号入力手段と、映像信号入力手段により入力された映像信号に係る映像を表示する表
示手段と、ユーザによる表示領域変更操作を受け付けるユーザ操作受け付け手段と、外部
の装置との間で通信を行う通信手段と、表示手段に表示される映像の表示領域を変更し、
変更した表示領域の映像を表示手段に表示する表示領域変更手段と、表示領域変更操作に
応じて表示領域変更手段を制御する制御手段とを有し、制御手段は、表示領域変更操作に
応じて表示領域を変更して変更した表示領域の映像を表示手段に表示するように表示領域
変更手段を制御し、表示領域変更操作による表示領域の変更が完了したと判断されたら、
変更が完了した表示領域を示す情報を通信手段により外部の装置に送信することを特徴と
する映像表示装置である。
【００１７】
　また、第２の発明は、外部の装置から映像信号を入力する映像信号入力ステップと、映
像信号入力ステップにより入力された映像信号に係る映像を表示手段に表示する表示ステ
ップと、ユーザによる表示領域変更操作を受け付けるユーザ操作受け付けステップと、外
部の装置との間で通信を行う通信ステップと、表示ステップにより表示手段に表示される
映像の表示領域を変更し、変更した表示領域の映像を表示手段に表示する表示領域変更ス
テップと、表示領域変更操作に応じて表示領域変更手段を制御する制御ステップとを有し
、制御ステップは、表示領域変更操作に応じて表示領域を変更して変更した表示領域の映
像を表示手段に表示するように表示領域変更ステップを制御し、表示領域変更操作による
表示領域の変更が完了したと判断されたら、変更が完了した表示領域を示す情報を通信ス
テップにより外部の装置に送信することを特徴とする映像表示装置の制御方法である。
【００１８】
　また、第３の発明は、外部の装置に対して映像信号を出力するための映像信号出力手段
と、外部の装置との間で通信が可能な通信手段と、映像信号に対して出力領域を設定する
領域設定手段と、領域設定手段を制御する制御手段とを有し、制御手段は、通信手段によ
り受信された、映像信号出力手段から外部の装置に対して出力された映像信号に応じて外
部の装置から送信された表示領域を示す情報に基づき、外部の装置に対して出力するため
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に用いた映像信号に対して出力領域を設定するように領域設定手段を制御することを特徴
とする映像出力装置である。
【００１９】
　また、第４の発明は、外部の装置に対して映像信号を出力するための映像信号出力ステ
ップと、外部の装置との間の通信により受信された、映像信号出力ステップにより外部の
装置に対して出力された映像信号に応じて外部の装置から送信された表示領域を示す情報
に基づき、外部の装置に対して出力するために用いた映像信号に対して出力領域を設定す
る設定ステップとを有することを特徴とする映像出力装置の制御方法である。
【００２０】
　また、第５の発明は、映像を表示する表示手段と、外部の装置から映像信号を入力する
映像信号入力手段と、映像信号入力手段により入力された映像信号に係る映像を表示する
表示手段と、ユーザによる表示領域変更操作を受け付けるユーザ操作受け付け手段と、表
示手段に表示される映像の表示領域を変更し、変更した表示領域の映像を表示手段に表示
する表示領域変更手段と、を有する映像表示装置と、映像信号に対して出力領域を設定す
る領域設定手段を有し、映像信号を出力する映像出力装置と、映像出力装置から出力され
た映像信号を映像表示装置に送信する映像信号送信手段と、映像表示装置と映像出力装置
との間で通信を行う通信手段とを備え、映像出力装置から映像表示装置に対して映像信号
送信手段により映像信号が送信され、映像表示装置は、表示領域変更手段により表示領域
変更操作に応じて表示領域を変更して変更した表示領域の映像を表示手段に表示させ、表
示領域変更操作による表示領域の変更が完了したら、変更が完了した表示領域を示す情報
を通信手段により映像出力装置に送信し、映像出力装置は、通信手段により送信された表
示領域を示す情報に基づき、映像表示装置に対して出力するために用いた映像信号に対し
て出力領域を設定することを特徴とする映像出力システムである。
【００２１】
　また、第６の発明は、映像出力装置から映像表示装置に対して映像信号を送信する映像
信号送信ステップと、映像出力装置から送信された映像信号に係る映像を映像表示装置の
表示手段に表示させる表示ステップと、ユーザによる表示領域変更操作を映像表示装置が
受け付けるユーザ操作受け付けステップと、映像表示装置が、表示領域変更操作に応じて
表示手段に表示される映像の表示領域を変更して変更した表示領域の映像を表示手段に表
示させる表示領域変更ステップと、映像表示装置が、表示領域変更操作による表示領域の
変更が完了したと判断したら、変更が完了した表示領域を示す情報を映像出力装置に送信
する通信ステップと、通信ステップにより送信された表示領域を示す情報に基づき、映像
表示装置に対して送信するために用いた映像信号に対して映像出力装置が出力領域を設定
する設定ステップとを有することを特徴とする映像出力の制御方法である。
【発明の効果】
【００２２】
　このような構成により、本発明によれば、映像出力側と双方向通信可能に接続された映
像表示側に対する操作に応じて映像表示側から映像出力側に対して送信されるコマンドに
対するレスポンスをより高速とすることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下に、この発明の第１の実施形態について、図面を参照しながら説明する。図１は、
この発明を適用可能な一例のシステム構成を示す。フォトプリンタ１０１とデジタルテレ
ビ２０１とがＨＤＭＩ(High-Definition Multimedia Interface)規格に準拠したＨＤＭＩ
ケーブル５０１で接続される。デジタルテレビ２０１は、ＨＤＭＩケーブル５０１を介し
て入力されたデジタル映像信号を表示可能なテレビジョン受像機である。ＨＤＭＩ規格に
準拠した機器制御用プロトコルであるＣＥＣ(Consumer Electronics Control)を用いるこ
とで、フォトプリンタ１０１とデジタルテレビ２０１との間で双方向制御を行うことが可
能である。
【００２４】
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　また、リモートコントロールコマンダ３０１は、操作子としてのボタンが設けられ、こ
のボタンが押下されると、押下されたボタンに応じた命令を赤外線信号や電波に変調して
送信する。以下、リモートコントロールコマンダ３０１をテレビリモコン３０１と略称す
る。テレビリモコン３０１から送信された信号は、デジタルテレビ２０１の受信部２５０
に受信される。すなわち、デジタルテレビ２０１とテレビリモコン３０１は、電波や赤外
線信号などの無線通信手段によって通信可能とされている。ユーザは、テレビリモコン３
０１を操作してデジタルテレビ２０１の動作を制御することができる。
【００２５】
　フォトプリンタ１０１は、給排紙部６０２、メモリカードスロット部４０２、操作部１
０４および表示部１１０を有する。給排紙部６０２は、記録用紙６０１の給紙および排紙
を行う。メモリカードスロット部４０２は、メモリカード４０１が挿抜可能に装填される
。メモリカード４０１は、例えばデジタルカメラで撮影された画像データが記憶される。
操作部１０４は、ボタンなどの操作子が配置され、ユーザのフォトプリンタ１０１に対す
る操作を受け付ける。表示部１１０は、例えばＬＣＤ(Liquid Crystal Display)からなり
、画像データやメニュー画面などの表示を行う。フォトプリンタ１０１は、ＨＤＭＩケー
ブル５０１を介して外部表示装置であるデジタルテレビ２０１に対してＨＤ映像による映
像信号を出力することが可能とされている。
【００２６】
　フォトプリンタ１０１がデジタルテレビ２０１にＨＤＭＩケーブル５０１で接続される
と、ＥＤＩＤ(Extended Display Identification)を用いた相互機器認証が行われる。こ
の機器認証の際に、デジタルテレビ２０１からフォトプリンタ１０１に対してデジタルテ
レビ２０１の表示解像度を示す情報が送信される。フォトプリンタ１０１は、受信された
この解像度を示す情報に基づき、接続されたデジタルテレビ２０１に最適な解像度の信号
を出力するように設定される。
【００２７】
　図２は、この発明の第１の実施形態に適用可能なフォトプリンタ１０１の一例の構成を
示す。フォトプリンタ１０１において、プリンタコントロール部１０２に対して、メモリ
１０３、操作部１０４、画像／音声データ処理部１０５および印刷制御部１０８が接続さ
れると共に、ＨＤＭＩ信号処理部１２０内の制御信号処理部１２３が接続される。フォト
プリンタ１０１において、さらに、画像／音声データ処理部１０５に対して、インターフ
ェイス１０６、印刷制御部１０８、映像生成部１０９、表示部１１０およびスピーカ１１
１が接続される。
【００２８】
　フォトプリンタ１０１において、ＨＤＭＩ信号処理部１２０は、映像信号処理部１２１
、音声信号処理部１２２、制御信号処理部１２３およびＨＤＭＩ送受信部１２４を備える
。ＨＤＭＩ信号処理部１２０は、ＨＤＭＩケーブル５０１を接続することで、ＨＤＭＩに
対応した外部表示装置への映像信号および音声信号の出力、ＣＥＣコマンドといった制御
コマンドの双方向通信が可能である。
【００２９】
　制御手段および領域設定手段としてのプリンタコントロール部１０２は、フォトプリン
タ１０１における動作の全てを統括的に制御する。プリンタコントロール部１０２は、例
えばＣＰＵおよびＲＯＭを有し、ＲＯＭに予め記憶されたプログラムに従いメモリ１０３
をワークメモリとして用いて動作し、フォトプリンタ１０１の各部を制御する。例えば、
プリンタコントロール部１０２は、操作部１０４に対してなされる操作に応じた操作命令
や、システム設定命令など、ユーザに指示される動作が実行されるように、フォトプリン
タ１０１の全体を制御する。
【００３０】
　操作部１０４は、電源スイッチ、メニュー画面操作キー、印刷ボタン、印刷画像の拡大
縮小ボタンなどの各種操作子が設けられ、フォトプリンタ１０１におけるユーザインタフ
ェースとなる部分である。



(10) JP 2009-200640 A 2009.9.3

10

20

30

40

50

【００３１】
　メモリ１０３は、上述のようにプリンタコントロール部１０２がフォトプリンタ１０１
を制御する際のワークメモリとして利用される他に、印刷サイズや印刷枚数、印刷品質な
どの印刷設定情報なども記憶される。
【００３２】
　画像／音声データ処理部１０５は、例えばメモリを有し、メモリカード４０１から読み
出した画像データに対してメモリを用いて所定の処理を施し、表示部１１０が表示可能な
形式のデータとして表示部１１０に供給する。例えば、メモリカード４０１から読み出し
た画像データがＪＰＥＧ(Joint Photographic Experts Group)方式で圧縮符号化されてい
れば、圧縮符号を所定に復号して表示部１１０に供給する。
【００３３】
　また、画像／音声データ処理部１０５は、表示部１１０にインデクス画面などを表示す
る際に使用されるサムネイル画像を生成する機能を有する。さらに、画像／音声データ処
理部１０５は、メモリカード４０１に記録された画像データを連続表示させるスライドシ
ョー再生を行う機能を有する。さらにまた、画像／音声データ処理部１０５は、表示部１
１０に表示する画像データや外部表示装置に出力する映像データの拡大や縮小、回転、色
反転などの画像編集を行う機能も備えている。また、画像／音声データ処理部１０５は、
ＯＳＤ(On Screen Display)を表示するための画像データを生成することができる。
【００３４】
　一方、画像／音声データ処理部１０５は、メモリカード４０１に音声データが記憶され
ていれば、この音声データをメモリカード４０１から読み出してスピーカ１１１に出力す
ることができる。画像／音声データ処理部１０５は、メモリカード４０１から読み出され
た音声データが所定の方式で圧縮符号化されていれば、圧縮符号を復号して出力し、スピ
ーカ１１１に供給する。音声データの圧縮符号化方式としては、例えばＭＰ３(Moving Pi
ctures Experts Group 1 Audio Layer 3)方式が適用できる。これにより、例えばスライ
ドショー再生時に音楽を再生するといったことが可能になる。また、画像／音声データ処
理部１０５は、外部に接続された機器に対して、映像および音声出力するための画像およ
び音声データの転送を行うことができる。
【００３５】
　印刷制御部１０８は、プリンタコントロール部１０２から供給される命令に応じて印刷
機構部１０７を制御し、記録用紙６０１への印刷を行う。例えば、操作部１０４に対する
操作に応じて操作部１０４から印刷開始命令が発行されると、プリンタコントロール部１
０２は、印刷制御部１０８に対して印刷開始命令を伝える。この印刷開始命令に応じて、
印刷制御部１０８は、印刷設定情報をメモリ１０３から読み出し、読み出された印刷設定
情報に従って印刷機構部１０７を制御する。印刷機構部１０７は、印刷制御部１０８の制
御に応じて、記録用紙６０１の給排紙やカラーインクの噴出などを行う。印刷制御部１０
８および印刷機構部１０７とが協働して印刷手段を構成する。
【００３６】
　表示部１１０は、例えばＬＣＤ(Liquid Crystal Display)とＬＣＤを駆動するための駆
動回路とからなる。表示部１１０に対し、画像やインデックス画面、スライドショー、印
刷設定画面、メニュー画面などが、ユーザの操作部１０４に対する操作に応じて適宜表示
される。
【００３７】
　映像生成部１０９は、画像／音声データ処理部１０５から供給される画像データおよび
ＯＳＤデータなどから、外部表示装置に出力するためのＨＤ映像を生成する。映像生成部
１０９は、ＨＤＭＩケーブル５０１で接続された外部表示装置の表示解像度に合わせた信
号で、ＨＤ映像を表示させる映像データを生成することが可能とされている。
【００３８】
　映像信号処理部１２１および音声信号処理部１２２は、それぞれ、供給された映像デー
タおよび音声データをＨＤＭＩ規格に準拠するデータに変換し、ＨＤＭＩ送受信部１２４
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を介して例えばＨＤＭＩケーブル５０１で接続された外部表示装置に送信する。映像信号
処理部１２１およびＨＤＭＩ送受信部１２４が協働して映像信号出力手段を構成する。
【００３９】
　制御信号処理部１２３は、ＨＤＭＩ規格に準拠するＣＥＣコマンドなどの制御信号の送
受信を行う。ＣＥＣコマンドは、例えばプリンタコントロール部１０２から制御信号処理
部１２３を介してＨＤＭＩ送受信部１２４に供給され、ＨＤＭＩ送受信部１２４からＨＤ
ＭＩケーブル５０１で接続された外部表示装置に送信される。また、ＨＤＭＩ送受信部１
２４を介して制御信号処理部１２３で受信されたＣＥＣコマンドは、例えばプリンタコン
トロール部１０２に渡される。制御信号処理部１２３およびＨＤＭＩ送受信部１２４が協
働して通信手段を構成する。
【００４０】
　なお、ＣＥＣは、標準コマンドとして規定されているコマンドの他に、メーカー独自の
コマンドを定義可能なコマンドVender Specific Commandsを含む。
【００４１】
　次に、フォトプリンタ１０１における通常のズーム処理について、拡大時を例に説明す
る。フォトプリンタ１０１において、表示部１１０に画像が表示されているときにユーザ
が操作部１０４の拡大ボタンを操作することで、表示画像の拡大を行うことができる。表
示部１１０に表示するための画像データは、例えば画像／音声データ処理部１０５が有す
るメモリに格納されているものとする。
【００４２】
　操作部１０４に対する操作に応じて、操作部１０４からプリンタコントロール部１０２
に対して拡大指示命令が供給される。プリンタコントロール部１０２は、この拡大指示命
令に応じて、画像／音声データ処理部１０５に対して拡大命令を送信する。このとき、拡
大倍率や表示領域の座標などの拡大設定情報が、拡大命令と共に、画像／音声データ処理
部１０５に対して送信される。拡大設定情報は、例えば、操作部１０４のボタンの種類や
ボタンの押下回数、押下時間などによって決定されるものである。
【００４３】
　画像／音声データ処理部１０５は、拡大命令を受信すると、共に受信された拡大設定情
報に基づき画像データから表示すべき領域を抽出し、表示部１１０で表示可能なデータに
変換し出力を行う。また、画像／音声データ処理部１０５は、拡大設定情報に基づき抽出
された領域の画素データを映像生成部１０９に供給することで、操作部１０４に対する操
作に応じて拡大した領域（出力領域）の映像を外部の装置（外部表示装置）に出力するこ
とができる。一般的に、表示部１１０の画素数は、画像データの画素数よりも少ないため
、等倍表示となるまでは画質が劣化することはない。
【００４４】
　なお、等倍表示の場合には、画像データから表示部１１０の画素数に対応する領域を抽
出する。一方、等倍表示未満、すなわち、画像データにおいて等倍表示の場合より広い領
域を表示部１１０に表示させる場合には、抽出された領域の画素数が表示部１１０の画素
数に一致するように変換処理を行う。
【００４５】
　また、表示すべき領域の抽出は、例えば表示部１１０に表示される映像と中心を合わせ
るように行うことが考えられる。これは、映像の縮小時においても、同様である。
【００４６】
　図３は、この発明の第１の実施形態に適用可能なデジタルテレビ２０１の一例の構成を
示す。デジタルテレビ２０１において、テレビコントロール部２０２に対し、メモリ２０
３、操作部２０４、リモコン受信部２０５、映像設定部２０６、セレクタ２０９、デジタ
ル放送信号処理部２１０およびＨＤＭＩ信号処理部２２０が接続される。デジタル放送信
号処理部２１０は、チューナ２１１、信号解析部２１２、映像デコード部２１３および音
声デコード部２１４を備えている。ＨＤＭＩ信号処理部は、ＨＤＭＩ送受信部２２１、映
像信号処理部２２２、音声信号処理部２２３および制御信号処理部２２４を備えている。
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制御信号処理部２２４は、テレビコントロール部２０２と接続される。
【００４７】
　映像表示装置としてのデジタルテレビ２０１は、デジタル放送信号を受信して映像や音
声を再生する機能と、ＨＤＭＩケーブル５０１を介して外部から入力された映像や音声を
再生する機能とを有する。
【００４８】
　デジタルテレビ２０１におけるデジタル放送信号の処理系について説明する。アンテナ
２６０によって受信されたデジタル放送信号がチューナ２１１に供給される。チューナ２
１１は、所定に選局されたチャンネルの信号を信号解析部２１２に送出する。信号解析部
２１２は、チューナ２１１より供給されたデジタル放送信号から映像データと音声データ
とを検出する。信号解析部２１２で検出される映像データおよび音声データは、デジタル
放送の規格に従い圧縮符号化された圧縮データである。圧縮符号化方式としては、例えば
ＭＰＥＧ２(Moving Pictures Experts Group 2)が用いられる。
【００４９】
　信号解析部２１２で検出された圧縮映像データおよび圧縮音声データは、それぞれ映像
デコード部２１３および音声デコード部２１４に供給される。映像デコード部２１３は、
供給された圧縮映像データの圧縮符号を復号し、映像表示部２０７で表示可能な映像デー
タに変換して出力する。映像デコード部２１３から出力された映像データは、セレクタ２
０９に供給される。同様に、音声デコード部２１４は、供給された圧縮音声データの圧縮
符号を復号し、音声再生部２０８で再生可能な音声データに変換して出力する。音声デコ
ード部２１４から出力された音声データは、セレクタ２０９に供給される。
【００５０】
　デジタルテレビ２０１におけるＨＤＭＩ信号の処理系について説明する。ＨＤＭＩケー
ブル５０１を介して送信されたＨＤＭＩ信号は、ＨＤＭＩ送受信部２２１により受信され
、解析される。ＨＤＭＩ信号は、ＨＤＭＩ送受信部２２１で映像信号、音声信号および制
御信号に分けられ、それぞれ映像信号処理部２２２、音声信号処理部２２３および制御信
号処理部２２４で処理できる形式のデータに変換して送出される。映像信号処理部２２２
および音声信号処理部２２３は、供給された映像データおよび音声データに対してそれぞ
れ所定の信号処理を施し、セレクタ２０９に供給する。
【００５１】
　ＨＤＭＩ送受信部２２１および映像信号処理部２２２が協働して映像信号入力手段を構
成する。また、ＨＤＭＩ送受信部２２１および映像信号処理部２２２、映像信号処理部１
２１およびＨＤＭＩ送受信部１２４、ならびに、ＨＤＭＩケーブル５０１が協働して映像
信号送信手段を構成する。
【００５２】
　制御信号処理部２２４は、ＨＤＭＩ送受信部２２１から供給された制御信号に対して、
機器間認証を行うためのＥＤＩＤデータや、双方向制御のためのＣＥＣコマンドの解析を
行う。ＨＤＭＩ送受信部２２１および制御信号処理部２２４が協働して通信手段を構成す
る。
【００５３】
　セレクタ２０９は、現在の表示設定に従って、デジタル放送信号処理部２１０およびＨ
ＤＭＩ信号処理部２２０から供給されるデータを適宜選択して、映像表示部２０７および
音声再生部２０８にそれぞれ出力する。セレクタ２０９から出力された映像データは、映
像設定部２０６を介して映像表示部２０７に供給される。
【００５４】
　音声再生部２０８は、供給された音声データに対する音質調整などの音声処理と増幅処
理とを施す音声処理部と、スピーカとを有する。映像表示部２０７は、供給された映像デ
ータに対する色調調整、コントラスト調整などを施す映像処理部と、ＬＣＤやＰＤＰ(Pla
sma Display Panel)などによる表示部と、映像データに基づき表示部を駆動するための駆
動部とを有する。
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【００５５】
　映像設定部２０６は、セレクタ２０９によって選択されている映像データに対して表示
設定を行う。ここでいう表示設定は、映像データに対する拡大処理や縮小処理、回転処理
、色反転処理、輝度やコントラスト変更処理といった映像処理と、チャンネル名やテレビ
設定内容を表示するためのＯＳＤデータの生成や合成処理とが含まれる。
【００５６】
　例えば、映像設定部２０６は、メモリを有し、供給された映像データをメモリに一時的
に格納し、メモリ上の映像データに対して上述した各種の表示設定処理を行う。表示設定
処理された映像データは、再びメモリに格納される。そして、このメモリから映像データ
を読み出して、映像表示部２０７に供給する。映像設定部２０６およびテレビコントロー
ル部２０２が協働して表示領域変更手段を構成する。
【００５７】
　制御手段としてのテレビコントロール部２０２は、デジタルテレビ２０１における動作
の全てを統括的に制御する。テレビコントロール部２０２は、例えばＣＰＵおよびＲＯＭ
を有し、ＲＯＭに予め記憶されたプログラムに従いメモリ２０３をワークメモリとして用
いて動作し、デジタルテレビ２０１の全体を制御する。例えば、テレビコントロール部２
０２は、操作部２０４に対する操作や、テレビリモコン３０１から送信された信号に応じ
た操作命令やシステム設定命令など、ユーザに指示される動作が実行されるように、デジ
タルテレビ２０１の全体を制御している。
【００５８】
　リモコン受信部２０５は、テレビリモコン３０１から送信された信号を受信し、受信さ
れた信号に基づくコマンドを出力する。例えば、リモコン受信部２０５は、赤外線信号を
受信して電気信号に変換する受光部と、受光部から出力された信号を復調してテレビコン
トロール部２０２が解釈可能なコマンドに変換して出力する変換部とを有する。リモコン
受信部２０５から出力されたコマンドは、テレビコントロール部２０２に供給される。テ
レビリモコン３０１およびリモコン受信部２０５が協働してユーザ操作受け付け手段を構
成する。
【００５９】
　操作部２０４は、電源スイッチ、チャンネル選択ボタン、音量調整ボタン、メニュー画
面操作ボタンなど、デジタルテレビ２０１を操作するために用いられる各種操作子が設け
られる。操作部２０４は、操作子に対する操作に応じたコマンドを出力する。操作部２０
４から出力されたコマンドは、テレビコントロール部２０２に供給される。
【００６０】
　テレビコントロール部２０２に対して、電源部がさらに接続される。電源部２３０は、
テレビコントロール部２０２の制御に応じてデジタルテレビ２０１の各部に電源を供給す
る。電源部２３０は、例えば、後述するテレビリモコン３０１の電源ボタンに対して電源
ＯＮの操作がなされるまでは、デジタルテレビ２０１の一部に対して電源を供給する。こ
れにより、デジタルテレビ２０１は、待機状態とされる。待機状態では、例えばテレビコ
ントロール部２０２、リモコン受信部２０５、メモリ２０３、ＨＤＭＩ送受信部２２１な
ど、デジタルテレビ２０１が待機状態から復帰するために必要な部分のみに電源を供給す
ることが考えられる。
【００６１】
　図４は、デジタルテレビ２０１を遠隔操作するためのテレビリモコン３０１の一例の外
観を概略的に示す。テレビリモコン３０１は、図示されるように複数のボタンが配置され
る。テレビリモコン３０１は、ユーザが操作したボタンに応じたリモートコントロールコ
マンドを生成し、このリモートコントロールコマンドを赤外線信号に変調して送信する。
これに限らず、リモートコントロールコマンドを電波に変調して送信するようにしてもよ
い。この場合には、リモコン受信部２０５は、電波として送信された信号を受信可能な構
成とされる。以下では、この発明に関わりの深いボタンについてのみ、説明を行う。
【００６２】



(14) JP 2009-200640 A 2009.9.3

10

20

30

40

50

　電源ボタン３１０は、上述したデジタルテレビ２０１の待機状態を復帰させるためのボ
タンである。図４において電源ボタン３１０の下部に、セレクタ２０９を切り替えるため
の入力切り替えボタンを含むボタン群が配置され、その下部に、４方向ボタン３１１、３
１１、３１１、３１１が配置される。４方向ボタン３１１、３１１、３１１、３１１は、
それぞれ上下左右の方向を指定することができるようになっている。４方向ボタン３１１
、３１１、３１１、３１１の下部にチューナ２１１による選局を指示するチャンネル指定
ボタン群が配置され、チャンネル指定ボタン群の下部に、チャンネル番号増減ボタン群お
よび音量調整ボタン群が配置される。
【００６３】
　また、図４においてチャンネル番号増減ボタン群および音量調整ボタン群の下部に、表
示映像のズームインおよびズームアウトを要求するためのズームインボタン３１２および
ズームアウトボタン３１３が配置される。ズームインボタン３１２を押下すると、デジタ
ルテレビ２０１に対して、表示中の映像の拡大表示することが要求される。ズームアウト
ボタン３１３を押下すると、デジタルテレビ２０１に対して、表示中の映像を縮小表示す
ることが要求される。４方向ボタン３１１、３１１、３１１、３１１や、ズームインボタ
ン３１２およびズームアウトボタン３１３により、ユーザによる表示領域変更操作が受け
付けられることになる。
【００６４】
　さらに、図４においてズームアウトボタン３１３の左に、プリントボタン３１４が配置
される。プリントボタン３１４を押下することで、デジタルテレビ２０１に対して、ＨＤ
ＭＩケーブル５０１を介して接続されたプリンタに対して印刷を要求することができる。
【００６５】
　次に、デジタルテレビ２０１の通常のズーム処理について、拡大時を例に説明する。デ
ジタルテレビ２０１において、表示部に映像が表示されているときにユーザが例えばテレ
ビリモコン３０１のズームインボタン３１２を操作することで、表示映像の拡大を行うこ
とができる。
【００６６】
　テレビリモコン３０１のズームインボタン３１２の押下に応じて、テレビリモコン３０
１からデジタルテレビ２０１に対して拡大指示命令が送信される。この拡大指示命令は、
デジタルテレビ２０１のリモコン受信部２０５に受信され、テレビコントロール部２０２
に供給される。テレビコントロール部２０２は、この拡大指示命令に応じて、映像設定部
２０６に対して映像の拡大命令を送信する。このとき、拡大倍率や表示領域の座標などの
拡大設定情報も同時に送信される。拡大設定情報は、テレビリモコン３０１のボタンの種
類や押下回数、押下状態が維持されている時間などによって決定されるものである。
【００６７】
　映像設定部２０６は、セレクタ２０９から供給される映像信号に対して電子ズーム処理
を実行する。電子ズーム処理では、映像データの水平方向および垂直方向の各画素に基づ
き、拡大倍率に応じて画素を生成し、映像の一部の領域を拡大させる拡大処理を行う。拡
大倍率に応じた画素の生成は、元の画素に対する補間処理によって行われる。そのため、
拡大された映像の画質は、元の映像の画質に対して劣化することになる。映像設定部２０
６で拡大処理された映像データは、映像表示部２０７に供給され表示される。
【００６８】
　なお、テレビリモコン３０１のズームインボタン３１２が押下され続け押下状態が維持
されている間は、１回の拡大命令における拡大処理が終了したら、次の拡大倍率での拡大
命令を発行するものとする。この場合、拡大倍率の更新は、例えばテレビコントロール部
２０２において行われる。
【００６９】
　また、拡大処理により拡大する映像の一部の領域は、表示部に表示されている映像と中
心を合わせるように行うことが考えられる。これは、映像の縮小時にも同様である。
【００７０】
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　次に、この第１の実施形態による映像の拡大処理について説明する。この第１の実施形
態は、デジタルテレビ２０１に対してＨＤＭＩケーブル５０１で接続されたフォトプリン
タ１０１から出力された映像信号に基づく映像が表示されている場合の拡大処理に関する
。
【００７１】
　デジタルテレビ２０１に対し、ＨＤＭＩケーブル５０１で接続されたフォトプリンタ１
０１から出力された映像データに基づく映像が表示される。例えばテレビリモコン３０１
のズームインボタン３１２を押下して、デジタルテレビ２０１に対して表示映像の拡大を
要求する。ズームインボタン３１２が押下された状態が維持されている間は、デジタルテ
レビ２０１は、デジタルテレビ２０１が有する映像の拡大機能、すなわち、上述したデジ
タルテレビ２０１の通常のズーム処理により表示映像の拡大を行う。
【００７２】
　ズームインボタン３１２の押下状態が解除されると、デジタルテレビ２０１からフォト
プリンタ１０１に対して、ズームインボタン３１２の押下状態が解除された時点での拡大
倍率で映像の拡大処理を行うように、命令が送信される。フォトプリンタ１０１は、この
命令に応じて、フォトプリンタ１０１が有する映像の拡大機能、すなわち、上述したフォ
トプリンタ１０１における通常のズーム処理により映像データに対して拡大処理を行う。
拡大処理された映像データは、フォトプリンタ１０１からデジタルテレビ２０１に送信さ
れる。
【００７３】
　最終的な拡大倍率に応じた映像の拡大処理がフォトプリンタ１０１側で行われるので、
画質の劣化が少ない拡大映像を得ることができる。また、ズームインボタン３１２が押下
された状態が維持されている間は、デジタルテレビ２０１側で拡大処理が行われるので、
その間は拡大指示命令をフォトプリンタ１０１に送信する必要が無い。そのため、拡大指
示命令の送信に伴う機器間での通信ロスを軽減でき、ユーザ操作に対するレスポンスを高
めることが可能である。
【００７４】
　なお、この第１の実施形態は、フォトプリンタ１０１から送信される映像データに基づ
く映像の拡大処理に限らず、当該映像の縮小処理、スクロール処理などにも適用すること
ができる。以下では、フォトプリンタ１０１から送信される映像データに基づく映像の拡
大処理を例にとって説明する。
【００７５】
　図５および図６は、上述した図１のシステム構成における拡大処理時の一例の制御シー
ケンスを示す。図５は、フォトプリンタ１０１の電源がＯＮとされた際の、フォトプリン
タ１０１およびデジタルテレビ２０１の一例の動作を示す。なお、図５のシーケンスに先
立って、フォトプリンタ１０１とデジタルテレビ２０１とがＨＤＭＩケーブル５０１で接
続されているものとする。
【００７６】
　まず、ユーザによりフォトプリンタ１０１の操作部１０４が操作され、フォトプリンタ
１０１の電源がＯＮとされる（ステップＳ１０１）。この操作に応じて、フォトプリンタ
１０１において各部に電源が供給され、フォトプリンタ１０１が起動される。フォトプリ
ンタ１０１が起動されると、フォトプリンタ１０１のプリンタコントロール部１０２によ
り、デジタルテレビ２０１の電源をＯＮにするよう要求するＣＥＣコマンドが発行される
。このＣＥＣコマンドは、制御信号処理部１２３を介してデジタルテレビ２０１に送信さ
れる（ステップＳ１０２）。このとき、ＥＤＩＤによる機器認証を行うことができる。
【００７７】
　フォトプリンタ１０１から送信された電源ＯＮ要求のＣＥＣコマンドは、デジタルテレ
ビ２０１の制御信号処理部２２４に受信され、テレビコントロール部２０２に渡される。
テレビコントロール部２０２は、受け取ったこのＣＥＣコマンドに応じて、デジタルテレ
ビ２０１の電源をＯＮとするように電源部２３０を制御する。デジタルテレビ２０１の電
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源がＯＮとされると、デジタルテレビ２０１の各部に電源が供給されデジタルテレビ２０
１の起動が開始される（ステップＳ１０３）。その後、テレビコントロール部２０２は、
電源ＯＮ完了を示すＣＥＣコマンドを発行する、ＣＥＣコマンドは、制御信号処理部２２
４を介してフォトプリンタ１０１に対して送信される（ステップＳ１０４）。このＣＥＣ
コマンドは、フォトプリンタ１０１の制御信号処理部１２３に受信され、プリンタコント
ロール部１０２に渡される。
【００７８】
　デジタルテレビ２０１は、フォトプリンタ１０１からの電源ＯＮ要求によりシステムを
起動後、フォトプリンタ１０１に対し、フォトプリンタ１０１が映像の拡大機能を備えて
いるか否かを問い合わせる（ステップＳ１０５）。例えば、テレビコントロール部２０２
により、フォトプリンタ１０１が映像の拡大機能を備えているか否かを問い合わせるＣＥ
Ｃコマンドが発行される。このＣＥＣコマンドは、制御信号処理部２２４を介してフォト
プリンタ１０１に送信される。
【００７９】
　送信されたこのＣＥＣコマンドは、フォトプリンタ１０１の制御信号処理部１２３に受
信され、プリンタコントロール部１０２に渡される。プリンタコントロール部１０２は、
このＣＥＣコマンドを受け取ると、デジタルテレビ２０１に対して、拡大機能の有無を返
答するＣＥＣコマンドを発行する。このＣＥＣコマンドは、制御信号処理部２２４を介し
てデジタルテレビ２０１に対して送信される（ステップＳ１０６）。ここでは、フォトプ
リンタ１０１が映像の拡大機能を具備しているものとする。
【００８０】
　ステップＳ１０７で、デジタルテレビ２０１の起動処理が完了してスタンバイ状態にな
る。デジタルテレビ２０１のテレビコントロール部２０２は、フォトプリンタ１０１に対
し、映像および音声の出力開始を要求するＣＥＣコマンドを制御信号処理部２２４を介し
て送信する（ステップＳ１０８）。このＣＥＣコマンドは、フォトプリンタ１０１の制御
信号処理部１２３に受信され、プリンタコントロール部１０２に渡される。プリンタコン
トロール部１０２は、受け取ったこのＣＥＣコマンドに応じて、画像／音声データ処理部
１０５に対し、デジタルテレビ２０１に映像信号および音声信号の出力を開始する準備を
行うように命令を出す。
【００８１】
　映像信号および音声信号の出力準備ができたら、プリンタコントロール部１０２は、デ
ジタルテレビ２０１に対して映像信号および音声信号の出力開始準備が完了した旨を通知
するＣＥＣコマンドを発行する。このＣＥＣコマンドは、制御信号処理部１２３を介して
デジタルテレビ２０１に対して送信される（ステップＳ１０９）。送信されたこのＣＥＣ
コマンドは、デジタルテレビ２０１の制御信号処理部２２４に受信され、テレビコントロ
ール部２０２に渡される。そして、フォトプリンタ１０１から映像データおよび音声デー
タが出力され（ステップＳ１１０）、ＨＤＭＩケーブル５０１を介してデジタルテレビ２
０１に送信される。
【００８２】
　これら映像データおよび音声データは、デジタルテレビ２０１においてＨＤＭＩ送受信
部２２１に受信され、それぞれ映像信号処理部２２２および音声信号処理部２２３に供給
される。映像信号処理部２２２および音声信号処理部２２３でそれぞれ所定の処理がなさ
れた映像データおよび音声データは、セレクタ２０９に供給され、音声データは音声再生
部２０８に供給され、映像データは映像設定部２０６を介して映像表示部２０７に供給さ
れる。
【００８３】
　図６は、図５を用いて説明したようにしてフォトプリンタ１０１から出力されデジタル
テレビ２０１に表示された映像を、テレビリモコン３０１を操作して拡大表示させる際の
、フォトプリンタ１０１およびデジタルテレビ２０１の一例の動作を示す。
【００８４】
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　ユーザによりテレビリモコン３０１のズームインボタン３１２が押下されると（ステッ
プＳ２０１）、デジタルテレビ２０１に表示中の映像を拡大することを要求する拡大指示
命令がテレビリモコン３０１において発行される（ステップＳ２０２）。この拡大指示命
令は、例えば赤外線信号に変調されてテレビリモコン３０１から送信され、デジタルテレ
ビ２０１のリモコン受信部２０５に受信され、所定に復調処理されテレビコントロール部
２０２に供給される。
【００８５】
　テレビコントロール部２０２は、供給された拡大指示命令に応じて、現在フォトプリン
タ１０１から出力されている映像が拡大処理可能な映像であるか否かを問い合わせるＣＥ
Ｃコマンドを発行する。このＣＥＣコマンドは、制御信号処理部２２４から送信され、Ｈ
ＤＭＩケーブル５０１のＣＥＣラインを介して、フォトプリンタ１０１に対して送信され
る（ステップＳ２０３）。このＣＥＣコマンドは、フォトプリンタ１０１の制御信号処理
部１２３に受信され、プリンタコントロール部１０２に渡される。
【００８６】
　プリンタコントロール部１０２は、このＣＥＣコマンドを受け取ると、現在出力中の映
像に対する拡大処理の可否を示すＣＥＣコマンドを発行し、制御信号処理部１２３を介し
てデジタルテレビ２０１に送信する（ステップＳ２０４）。
【００８７】
　拡大処理の可否判断は、フォトプリンタ１０１の操作部１０４を操作した際に拡大処理
可能な状態であるか否かによって判断する。一例として、フォトプリンタ１０１がインデ
クス表示時や設定メニュー表示時に拡大処理が不可と設定されている場合、現在出力中の
映像がインデクス表示や設定メニュー表示のための映像であれば、拡大処理が不可である
と判断される。なお、インデクス表示は、例えばメモリカード４０１に記憶されている画
像を縮小し、サムネイル画像化して一覧表示したものである。また、設定メニュー表示は
、例えばフォトプリンタ１０１に対する各種の設定を行うための表示である。
【００８８】
　また、現在出力中の映像が拡大表示可能であると判断した場合、プリンタコントロール
部１０２は、映像生成部１０９を制御し、映像生成部１０９で生成されるＯＳＤ映像を非
表示にする（ステップＳ２０５）。これは、後述するようにデジタルテレビ２０１で拡大
処理を行う際に、フォトプリンタ１０１のＯＳＤ表示も拡大されてしまうのを防ぐためで
ある。
【００８９】
　ステップＳ２０４でフォトプリンタ１０１から送信された拡大処理の可否を示すＣＥＣ
コマンドは、デジタルテレビ２０１の制御信号処理部２２４に受信され、テレビコントロ
ール部２０２に渡される。テレビコントロール部２０２は、受け取ったこのＣＥＣコマン
ドが拡大処理が可能であることを示していれば、フォトプリンタ１０１に対して映像信号
の出力の停止を要求するＣＥＣコマンドを発行する。このＣＥＣコマンドは、制御信号処
理部２２４を介してフォトプリンタ１０１に対して送信される（ステップＳ２０６）。
【００９０】
　映像信号の出力停止を要求するこのＣＥＣコマンドは、フォトプリンタ１０１の制御信
号処理部１２３に受信され、プリンタコントロール部１０２に渡される。プリンタコント
ロール部１０２は、受け取ったこのＣＥＣコマンドに基づき、映像信号処理部１２１に対
して映像出力を停止するよう要求する。映像信号処理部１２１は、この要求に応じて映像
信号の出力を停止する（ステップＳ２０７）。映像信号の出力が停止されると、プリンタ
コントロール部１０２は、映像信号の出力停止が完了したことを示すＣＥＣコマンドを発
行する。このＣＥＣコマンドは、制御信号処理部１２３を介してデジタルテレビ２０１に
送信される（ステップＳ２０８）。
【００９１】
　映像信号の出力停止が完了したことを示すＣＥＣコマンドがデジタルテレビ２０１の制
御信号処理部２２４に受信され、テレビコントロール部２０２に渡される。テレビコント
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ロール部２０２は、受け取ったこのＣＥＣコマンドに応じて、上述したように、デジタル
テレビ２０１における通常のズーム処理により映像データの拡大処理を行う。テレビコン
トロール部２０２は、映像設定部２０６に対して映像データの拡大命令を発行し、映像設
定部２０６にて実際の拡大処理を行う（ステップＳ２０９）。
【００９２】
　ステップＳ２０９における拡大処理は、例えば、フォトプリンタ１０１からステップＳ
２０７により送信されたＣＥＣコマンドの受信の直前に出力された映像信号に対して、上
述したフォトプリンタ１０１における通常の電子ズーム処理を行うことでなされる。例え
ば、映像設定部２０６において、映像設定部２０６が有するメモリに格納された映像信号
に対して、映像信号の水平方向および垂直方向の各画素に基づき、拡大倍率に応じて補間
処理を用いて画素を生成し、映像の一部の領域を拡大させる。
【００９３】
　このステップＳ２０９における拡大処理は、ユーザがテレビリモコン３０１のズームイ
ンボタン３１２を押下し続けボタンの押下状態が維持されている間、繰り返し行われる。
一例として、ズームインボタン３１２が押下され続けている間、１回の拡大処理が完了す
る毎に、拡大倍率を順次、段階的に大きくしていき繰り返し拡大処理を行う。この場合、
テレビコントロール部２０２は、実行された拡大処理の回数をカウントしておくことで、
拡大倍率を知ることができる。また、拡大倍率に基づき、元映像データに対する表示領域
の位置情報を知ることができる。ユーザがズームインボタン３１２を離し、ボタンの押下
状態が解除されたら、最終的な拡大表示領域が決定されるものとする。
【００９４】
　ズームインボタン３１２の押下状態が解除されると（ステップＳ２１０）、その旨がテ
レビリモコン３０１からデジタルテレビ２０１のテレビコントロール部２０２に対して通
知される（ステップＳ２１１）。例えば、テレビコントロール部２０２は、テレビリモコ
ン３０１から送信される、拡大命令を含む赤外線信号が停止されたことで、ズームインボ
タン３１２の押下状態が解除されたことを知ることができる。これに限らず、テレビリモ
コン３０１が、ズームインボタン３１２が押下されたことを示すコマンドと、押下が解除
されたことを示すコマンドとをそれぞれ送信するようにしてもよい。
【００９５】
　ズームインボタン３１２の押下状態の解除が通知されると、テレビコントロール部２０
２は、フォトプリンタ１０１に対して、ズームインボタン３１２の押下状態が解除された
時点での拡大表示領域を示す情報と、表示画像情報とを送信する（ステップＳ２１２）。
これら拡大表示領域を示す情報と、表示画像情報とは、例えばＣＥＣコマンドとして送信
される。
【００９６】
　なお、ここでいう表示画像情報は、拡大倍率情報、元映像信号に対する表示領域の位置
情報、アスペクト比や解像度などの設定情報を指す。フォトプリンタ１０１で画像データ
から拡大領域を切り出して映像を生成する際に、フォトプリンタ１０１側で画像データか
ら切り出す領域は、この表示画像情報に基づき決定できる。
【００９７】
　デジタルテレビ２０１から送信された表示画像情報は、フォトプリンタ１０１の制御信
号処理部１２３に受信され、プリンタコントロール部１０２に渡される。プリンタコント
ロール部１０２は、表示画像情報を受け取ると、映像生成部１０９に、表示画像情報に基
づきオリジナルの画像データから切り出すべき領域の座標を計算させる（ステップＳ２１
３）。切り出すべき領域が決定されたら、映像生成部１０９は、画像／音声データ処理部
１０５から出力された画像データから、この切り出すべき領域のデータを抽出する（ステ
ップＳ２１４）。
【００９８】
　映像生成部１０９は、抽出された領域の画像データに基づきデジタルテレビ２０１に出
力すべきＨＤ映像を生成する（ステップＳ２１５）。ＨＤ映像を生成するために用いる画
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像データは、元画像データから表示領域を抽出して生成されたデータである。そのため、
生成されたＨＤ映像は、デジタルテレビ２０１によって電子ズーム処理された映像よりも
高精細な映像となる。映像生成部１０９にて拡大画像によるＨＤ映像が生成されたら、上
述のステップＳ２０４で非表示にしたＯＳＤ表示を再表示する（ステップＳ２１６）。そ
して、プリンタコントロール部１０２は、映像出力の準備が完了したことを示すＣＥＣコ
マンドを発行し、このＣＥＣコマンドを、制御信号処理部１２３を介してデジタルテレビ
２０１に対して送信する（ステップＳ２１７）
　デジタルテレビ２０１において、映像出力準備完了のＣＥＣコマンドが制御信号処理部
２２４に受信されテレビコントロール部２０２に渡される。テレビコントロール部２０２
は、受け取ったＣＥＣコマンドに応じてデジタルテレビ２０１の拡大機能をＯＦＦにする
（ステップＳ２１８）。これは、この後フォトプリンタ１０１より出力される映像に対し
てさらに拡大処理が行われることを防ぐためである。このとき、映像表示部２０７には、
上述したステップＳ２０７で拡大処理された映像を表示させたままにしておく。例えば、
映像設定部２０６に対する映像データの入力を停止し、映像設定部２０６が有するメモリ
に記憶された画像データを映像表示部２０７に供給する。
【００９９】
　その後、デジタルテレビ２０１は、フォトプリンタ１０１に対し、映像の出力開始を要
求するＣＥＣコマンドを送信し（ステップＳ２１９）、フォトプリンタ１０１は、このＣ
ＥＣコマンドに応じて拡大処理した映像データの出力を開始する（ステップＳ２２０）。
フォトプリンタ１０１において、プリンタコントロール部１０２は、映像データの出力を
開始するように制御すると共に、デジタルテレビ２０１に対して映像表示の切り替えを要
求するＣＥＣコマンドを発行する。このＣＥＣコマンドは、制御信号処理部１２３を介し
てデジタルテレビ２０１に対して送信される（ステップＳ２２１）。
【０１００】
　デジタルテレビ２０１は、この映像表示切り替え要求のＣＥＣコマンドに応じて、フォ
トプリンタ１０１から出力された映像信号を映像表示部２０７に供給するように制御を行
う（ステップＳ２２２）。
【０１０１】
　一例として、デジタルテレビ２０１において、映像表示切り替え要求のＣＥＣコマンド
が制御信号処理部２２４に受信されテレビコントロール部２０２に渡される。テレビコン
トロール部２０２は、このＣＥＣコマンドに応じて、映像設定部２０６に対する映像デー
タの供給を開始させる。フォトプリンタ１０１から出力された、拡大処理された映像デー
タがＨＤＭＩ送受信部２２１を介して映像信号処理部２２２に受信されて所定に処理され
る。映像信号処理部２２２から出力された、フォトプリンタ１０１で拡大処理された映像
データは、セレクタ２０９を介して映像設定部２０６に供給され、メモリに格納される。
映像設定部２０６は、メモリから、フォトプリンタ１０１で拡大処理された映像データを
読み出して映像表示部２０７に供給する。
【０１０２】
　なお、上述のステップＳ２０３でデジタルテレビ２０１から送信された、拡大処理の可
否を問い合わせるＣＥＣコマンドに対し、拡大処理が不可であると判断する場合も有り得
る。この場合、フォトプリンタ１０１は、図６のステップＳ２０４で拡大処理が不可であ
ることを示すＣＥＣコマンドをデジタルテレビ２０１に対して送信する。そして、ステッ
プＳ２０５以下の処理は行わず、デジタルテレビ２０１の映像設定部２０６でズーム処理
を実行することが考えられる。
【０１０３】
　また、上述では、映像の拡大処理について説明を行ったが、これはこの例に限られず、
この第１の実施形態は、映像の縮小処理や、スクロール処理などにも用いて好適なもので
ある。縮小処理は、例えばテレビリモコン３０１のズームアウトボタン３１３を押下する
ことで行われる。縮小処理の場合のデジタルテレビ２０１およびフォトプリンタ１０１で
の動作は、上述の図５および図６と同様であるので、説明を省略する。
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【０１０４】
　また、スクロール処理は、元の画像データから切り出す表示領域の位置を、表示画像の
拡大倍率を変更せずに、当該元の画像データに対して移動させる。スクロール処理は、例
えばテレビリモコン３０１の４方向ボタン３１１、３１１、３１１、３１１を押下するこ
とで行うことができる。
【０１０５】
　なお、縮小処理およびスクロール処理は、デジタルテレビ２０１が持っている画像デー
タの範囲内で行うことが考えられる。このとき、フォトプリンタ１０１から出力されてい
る現在表示中の映像に関し、デジタルテレビ２０１の表示領域より広い範囲の画像データ
をフォトプリンタ１０１から予め取得するようにしてもよい。
【０１０６】
　一例として、当該映像の元となる画像データを、フォトプリンタ１０１側で一旦、デジ
タルテレビ２０１の映像表示部２０７の画素数に対応するサイズに縮小して出力すること
が考えられる。デジタルテレビ２０１側では、この縮小された画像データを例えば映像設
定部２０６のメモリに格納し、スクロール処理時の拡大倍率に応じた領域を切り出して映
像表示部２０７の画素数のサイズに拡大し、映像表示部２０７に表示させる。メモリに格
納された画像データから切り出す領域を、４方向ボタン３１１、３１１、３１１、３１１
の押下に応じて移動させることで、スクロール処理がなされる。
【０１０７】
　スクロール処理は、ユーザがテレビリモコンの４方向ボタン３１１、３１１、３１１、
３１１の何れかを押下し続けている間、繰り返し行われる。一例として、何れかの４方向
ボタン３１１が押下され続けている間、押下された４方向ボタンが示す方向に表示画像が
移動するように、所定画素単位で表示領域を移動させる。所定画素分による１回の移動が
完了すると、次の１回分の移動が行われる。この場合、テレビコントロール部２０２は、
実行された移動回数をカウントしておくことで、元映像データに対する表示領域の位置情
報を知ることができる。
【０１０８】
　４方向ボタン３１１、３１１、３１１、３１１の押下が解除されると、拡大表示領域を
示す情報と、表示画像情報とをデジタルテレビ２０１からフォトプリンタ１０１に送信す
る。フォトプリンタ１０１は、受信した拡大表示領域を示す情報と表示画像情報とに基づ
き、元画像データから表示すべき領域を切り出し、デジタルテレビ２０１に送信する。
【０１０９】
　このように、この発明の第１の実施形態においては、テレビリモコン３０１を使用して
拡大や縮小、スクロールなど命令を連続的に出力しているときには、デジタルテレビ２０
１側で対応する処理を行う。すなわち、デジタルテレビ２０１側の操作系を使用して、元
画像における表示領域を変更する命令を連続的に出力しているときには、対応する処理を
デジタルテレビ２０１側で行う。そして、元画像における表示すべき領域が最終的に決定
されると、フォトプリンタ１０１側で、画像データから表示すべき領域を切り出し、ＨＤ
映像の生成および出力を行っている。そのため、表示領域の変更処理に伴う機器間でのＣ
ＥＣコマンドなどの通信ロスや、それに伴う処理を軽減でき、ユーザ操作に対する反応を
より高速とすることが可能である。
【０１１０】
　また、上述した第１の実施形態では、デジタルテレビ２０１に映像データを出力する映
像出力装置としてフォトプリンタを例に説明しているが、他の映像出力装置においても適
用できる。例えば、デジタルカメラやデジタルビデオカメラ、カメラ機能付き携帯電話を
、この第１の実施形態による映像出力装置に適用することが考えられる。
【０１１１】
　次に、この発明の第２の実施形態について説明する。この第２の実施形態は、上述した
第１の実施形態で説明した方法に従い、デジタルテレビ２０１側の操作により映像の拡大
、縮小、スクロール処理を行い、フォトプリンタ１０１側の画像データにおける最終的な
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表示領域を決定する。そして、決定された表示領域の画像データを、デジタルテレビ２０
１側の操作により、フォトプリンタ１０１に印刷させるようにしている。
【０１１２】
　この第２の実施形態によれば、上述した第１の実施形態と同様に、映像の拡大、縮小、
スクロール処理などにおけるユーザ操作に対するレスポンスをより高速にすることができ
る。それと共に、第２の実施形態によれば、ユーザは、デジタルテレビ２０１側の操作の
みで、印刷領域を決定しフォトプリンタ１０１に対して印刷を行わせることができる。
【０１１３】
　なお、この第２の実施形態では、第１の実施形態で図１を用いて説明したシステム構成
をそのまま適用できる。同様に、第１の実施形態で図２～図４を用いてそれぞれ説明した
フォトプリンタ１０１、デジタルテレビ２０１およびテレビリモコン３０１も、第２の実
施形態にそのまま適用できる。そのため、以下では、これらシステム構成や、フォトプリ
ンタ１０１、デジタルテレビ２０１およびテレビリモコン３０１の詳細な説明を省略する
。
【０１１４】
　なお、この第２の実施形態に適用されるフォトプリンタ１０１は、印刷機能を具備して
いるものとする。例えば、プリンタコントロール部１０２の命令に応じて、画像／音声デ
ータ処理部１０５で処理された画像データが印刷制御部１０８に供給される。印刷制御部
１０８は、プリンタコントロール部１０２の制御に基づき印刷機構部１０７を制御し、画
像データの記録用紙６０１への印刷を行う。
【０１１５】
　また、フォトプリンタ１０１は、画像データの指定された領域を所定に拡大処理して表
示部１１０に表示し、表示部１１０に表示された領域を元の画像データから切り出して印
刷することができるようにされている。これをトリミング印刷と呼ぶ。
【０１１６】
　さらに、この第２の実施形態に適用されるテレビリモコン３０１は、上述したプリント
ボタン３１４により印刷要求を送信することができるようにされている。また、テレビリ
モコン３０１は、図示されないボタンまたはボタン群により、ＤＰＯＦ(Digital Print O
rder Format)情報の作成指示を行う信号を送信することができるようにされているものと
する。ＤＰＯＦ情報は、印刷番号、印刷種類、印刷部数、画像データのフォーマット、画
像データのパス情報、トリミングや回転などの画像データに対する編集情報が含まれる。
【０１１７】
　図７および図８は、この第２の実施形態における印刷処理の一例の制御シーケンスを示
す。なお、図７および図８の説明において、上述した図５および図６を用いて行った説明
と共通する部分については、適宜、説明を省略する。
【０１１８】
　図７は、フォトプリンタ１０１の電源がＯＮとされた際の、フォトプリンタ１０１およ
びデジタルテレビ２０１の一例の動作を示す。なお、図７のシーケンスに先立って、フォ
トプリンタ１０１とデジタルテレビ２０１とがＨＤＭＩケーブル５０１で接続されている
ものとする。
【０１１９】
　まず、ユーザによりフォトプリンタ１０１の操作部１０４が操作され、フォトプリンタ
１０１の電源がＯＮとされ（ステップＳ３０１）、フォトプリンタ１０１が起動される。
フォトプリンタ１０１が起動されると、フォトプリンタ１０１からデジタルテレビ２０１
に対して、デジタルテレビ２０１の電源をＯＮにするよう要求するＣＥＣコマンドが送信
される（ステップＳ３０２）。このとき、ＥＤＩＤによる機器認証を行うことができる。
【０１２０】
　フォトプリンタ１０１から送信された電源ＯＮ要求のＣＥＣコマンドは、デジタルテレ
ビ２０１に受信される。デジタルテレビ２０１において、受信された電源ＯＮ要求のＣＥ
Ｃコマンドに応じて電源がＯＮとされ、デジタルテレビ２０１の起動が開始される（ステ
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ップＳ３０３）。その後、デジタルテレビ２０１からフォトプリンタ１０１に対して、電
源ＯＮ完了を示すＣＥＣコマンドが送信される（ステップＳ３０４）。
【０１２１】
　デジタルテレビ２０１において、テレビコントロール部２０２は、フォトプリンタ１０
１からの電源ＯＮ要求によりシステムを起動後、フォトプリンタ１０１が印刷機能を備え
ているか否かを問い合わせるＣＥＣコマンドを発行する。このＣＥＣコマンドは、制御信
号処理部２２４を介してフォトプリンタ１０１に対して送信される（ステップＳ３０５）
。このＣＥＣコマンドは、フォトプリンタ１０１の制御信号処理部１２３に受信され、プ
リンタコントロール部１０２に渡される。プリンタコントロール部１０２は、このＣＥＣ
コマンドを受け取ると、デジタルテレビ２０１に対して、印刷機能の有無を返答するＣＥ
Ｃコマンドを発行し、制御信号処理部２２４を介して送信する（ステップＳ３０６）。
【０１２２】
　この印刷機能の有無を返答するＣＥＣコマンドは、デジタルテレビ２０１の制御信号処
理部２２４に受信され、テレビコントロール部２０２に渡される。このＣＥＣコマンドが
、フォトプリンタ１０１が印刷機能を有する旨を示していれば、テレビコントロール部２
０２は、ＤＰＯＦ情報の作成機能を有するか否かを問い合わせるＣＥＣコマンドを発行す
る。このＣＥＣコマンドは、制御信号処理部２２４を介してフォトプリンタ１０１に送信
される（ステップＳ３０７）。
【０１２３】
　フォトプリンタ１０１において、ＤＰＯＦ情報の作成機能を有するか否かを問い合わせ
るＣＥＣコマンドが、制御信号処理部１２３で受信されプリンタコントロール部１０２に
渡される。プリンタコントロール部１０２は、このＣＥＣコマンドに応じて、ＤＰＯＦ情
報作成機能の有無を示すＣＥＣコマンドを発行し、制御信号処理部１２３を介してデジタ
ルテレビ２０１に送信する（ステップＳ３０８）。ここでは、このＣＥＣコマンドにより
、ＤＰＯＦ情報作成機能を有することが通知される。
【０１２４】
　デジタルテレビ２０１の起動処理が完了してスタンバイ状態になると（ステップＳ３０
９）、デジタルテレビ２０１からフォトプリンタ１０１に対して、映像および音声の出力
開始を要求するＣＥＣコマンドが送信される（ステップＳ３１０）。フォトプリンタ１０
１は、このＣＥＣコマンドに応じてデジタルテレビ２０１に映像データおよび音声データ
の出力を開始する準備を行う。映像データおよび音声データの出力準備ができたら、フォ
トプリンタ１０１からデジタルテレビ２０１に対して、映像データおよび音声データの出
力開始準備が完了した旨を通知するＣＥＣコマンドが送信される（ステップＳ３１２）。
【０１２５】
　図８は、テレビリモコン３０１を操作して映像表示部２０７に表示された画像を拡大お
よび／またはスクロールさせ、映像表示部２０７の表示に対応してトリミング印刷する際
の、フォトプリンタ１０１およびデジタルテレビ２０１の一例の動作を示す。
【０１２６】
　ユーザは、映像表示部２０７に表示された画像を参照しながら、所望の印刷領域が得ら
れるように、テレビリモコン３０１を操作して画像の拡大（ステップＳ４０１）、スクロ
ール（ステップＳ４０２）などを指示する。ステップＳ４０１による画像の拡大処理は、
図６を用いて説明したステップＳ２０１～ステップＳ２１１の処理と同一に行われる。同
様に、ステップＳ４０２による画像のスクロール処理についても、上述したように、図６
のステップＳ２０１～ステップＳ２１１の処理と同様にして行われる。ここでは、繁雑さ
を避けるために、ステップＳ４０１およびステップＳ４０２の処理についての説明は省略
する。
【０１２７】
　ステップＳ４０１およびステップＳ４０２の処理は、ユーザのテレビリモコン３０１に
対する操作に応じて、任意の順序で、ユーザが所望の印刷領域を得られるまで繰り返し行
うことができる。このように、この第２の実施形態においては、印刷領域決めのための拡
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大処理やスクロール処理が、デジタルテレビ２０１における通常のズーム処理機能やスク
ロール機能を用いて行われる。そのため、拡大やスクロールを指示するボタン操作に対す
るレスポンスを高速にすることができ、ユーザは、印刷領域決めの操作を快適に行うこと
ができる。
【０１２８】
　ユーザの所望する印刷領域が得られたら、ユーザにより、テレビリモコンのプリントボ
タン３１４が押下される（ステップＳ４０３）。テレビリモコン３０１のプリントボタン
３１４の押下に応じて、テレビリモコン３０１からデジタルテレビ２０１に対して、印刷
指示命令が送信される（ステップＳ４０４）。この印刷指示命令は、デジタルテレビ２０
１のリモコン受信部２０５に受信され、テレビコントロール部２０２に供給される。
【０１２９】
　テレビコントロール部２０２は、テレビリモコン３０１からの印刷指示命令に応じて、
印刷要求のＣＥＣコマンドを発行する。この印刷要求のＣＥＣコマンドは、テレビコント
ロール部２０２から制御信号処理部２２４を介してフォトプリンタ１０１に送信される（
ステップＳ４０５）。
【０１３０】
　印刷要求のＣＥＣコマンドは、フォトプリンタ１０１の制御信号処理部１２３に受信さ
れ、プリンタコントロール部１０２に渡される。プリンタコントロール部１０２は、受け
取った印刷要求のＣＥＣコマンドに応じて、印刷要求受付のＣＥＣコマンドを発行する。
この印刷要求受付のＣＥＣコマンドは、制御信号処理部１２３を介してデジタルテレビ２
０１に送信される（ステップＳ４０６）。
【０１３１】
　印刷要求受付のＣＥＣコマンドの送信と共に、プリンタコントロール部１０２は、受け
取った印刷要求のＣＥＣコマンドに応じて、印刷準備を開始するように、フォトプリンタ
１０１の各部を所定に制御する（ステップＳ４０７）。例えば、プリンタコントロール部
１０２は、印刷制御部１０８を所定に制御すると共に、印刷に関するステータス情報を表
示部１１０に表示させる。フォトプリンタ１０１が印刷準備を開始した際、印刷中を示す
アイコンなどをＯＳＤデータとして、デジタルテレビ２０１に送信する映像データに付加
してもよい。
【０１３２】
　印刷準備が開始されると、プリンタコントロール部１０２は、デジタルテレビ２０１の
映像表示部２０７に表示されている画像について、表示画像情報をデジタルテレビ２０１
に問い合わせるＣＥＣコマンドを発行する（ステップＳ４０８）。ここでいう表示画像情
報は、拡大倍率情報、元映像信号に対する表示領域の位置情報、アスペクト比や解像度な
どの設定情報を指す。フォトプリンタ１０１で画像データにおける所定領域を印刷領域と
して指定する際に、指定された印刷領域は、この表示画像情報に基づき決定できる。
【０１３３】
　表示画像情報を問い合わせるＣＥＣコマンドは、制御信号処理部１２３を介してデジタ
ルテレビ２０１に送信される。このＣＥＣコマンドは、デジタルテレビ２０１の制御信号
処理部２２４に受信され、テレビコントロール部２０２に渡される。テレビコントロール
部２０２は、受け取ったこのＣＥＣコマンドに応じて、映像設定部２０６から表示画像情
報を取得する。映像設定部２０６は、デジタルテレビ２０１に入力され映像表示部２０７
にて表示している映像の表示領域の位置情報を表示画像情報として、テレビコントロール
部２０２に渡す。
【０１３４】
　テレビコントロール部２０２は、表示画像情報を受け取ると、この表示画像情報をＣＥ
Ｃコマンドとして発行する。この表示画像情報のＣＥＣコマンドは、制御信号処理部２２
４を介してフォトプリンタ１０１に対して送信される（ステップＳ４０９）。
【０１３５】
　表示画像情報のＣＥＣコマンドは、フォトプリンタ１０１の制御信号処理部１２３に受
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信され、プリンタコントロール部１０２に渡される。プリンタコントロール部１０２は、
ＣＥＣコマンドとして受け取った表示画像情報を、画像／音声データ処理部１０５に渡す
。画像／音声データ処理部１０５では、受け取った表示画像情報に基づき、元画像データ
からトリミング印刷すべき領域の座標を計算する（ステップＳ４１０）。そして、印刷領
域の座標計算が終わったら、プリンタコントロール部１０２は、印刷制御部１０８に印刷
指示を出し、計算された座標に基づく印刷領域でのトリミング印刷を開始させる（ステッ
プＳ４１１）。
【０１３６】
　なお、上述では、印刷命令をデジタルテレビ２０１のテレビリモコン３０１を用いて発
行するように説明したが、これはこの例に限られない。例えば、フォトプリンタ１０１の
操作部１０４を操作することで、印刷命令を発行してもよい。フォトプリンタ１０１が操
作部１０４に対する操作により印刷命令を受けた後の動作は、図８のステップＳ４０７以
降の動作と同様である。
【０１３７】
　また、上述では、印刷命令が発行されたときにのみ、デジタルテレビ２０１からフォト
プリンタ１０１に対して表示画像情報を送信しているが、これはこの例に限られない。例
えば、映像表示部２０７に表示される表示領域が変更される毎に表示画像情報を送信して
もよい。
【０１３８】
　さらに、上述では、ステップＳ４０１およびステップＳ４０２による拡大処理およびス
クロール処理が終了し、プリントボタン３１４が押下された後も、デジタルテレビ２０１
側の映像処理により生成された映像が映像表示部２０７に表示される。これはこの例に限
られず、例えばプリントボタン３１４が押下されたら、図６を用いて説明したステップＳ
２１２～ステップＳ２２２の処理を行うようにもできる。
【０１３９】
　すなわち、プリントボタン３１４が押下されたら、決定された印刷領域に対応する画像
データをフォトプリンタ１０１側で生成し、デジタルテレビ２０１に送信する。デジタル
テレビ２０１側で、フォトプリンタ１０１で生成され送信されたこの画像データを映像表
示部２０７に表示させることで、印刷領域に対応する画像を高精細に確認することができ
る。
【０１４０】
　さらにまた、図７において、ステップＳ１０５およびステップＳ１０７で、印刷機能や
ＤＰＯＦ情報作成機能を有していない機器が接続されていることが確認されることも考え
られる。この場合、デジタルテレビ２０１は、印刷要求やＤＰＯＦ情報作成要求のＣＥＣ
コマンドを発行しないようにできる。
【０１４１】
　この第２の実施形態によれば、テレビリモコン３０１などのテレビ側の操作系を使用し
て拡大や縮小、スクロールなどの元画像における表示領域を変更する処理を行う。そして
、映像出力側であるフォトプリンタ１０１に対し、元画像に対する表示領域を示す情報を
ＣＥＣコマンドにより送信することでトリミング印刷を行うようにしている。これにより
、ユーザは、映像表示装置および映像出力装置の何方の操作系を操作しているかを意識す
ることなく、映像表示装置の表示部に表示される画像に対応したトリミング印刷を行うこ
とが可能となる。
【０１４２】
　また、上述の第２の実施形態においては、印刷動作のみを説明しているが、これはこの
例に限られない。例えば、フォトプリンタ１０１において、デジタルテレビ２０１から送
信された表示画像情報に基づきＤＰＯＦ情報を作成するようにもできる。なお、デジタル
テレビ２０１に接続された機器が印刷機能を備えていない場合でも、表示画像情報をＣＥ
Ｃコマンドで取得することで、ＤＰＯＦ情報を作成することが可能である。
【０１４３】
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　例えば、第２の実施形態のフォトプリンタ１０１側の構成として、デジタルカメラやデ
ジタルビデオカメラ、カメラ機能付き携帯電話などの映像出力が可能な機器においても適
用できる。これに限らず、フォトプリンタ１０１は、一般的なパーソナルコンピュータと
プリンタ装置との組み合わせで実現させることも可能である。
【０１４４】
　なお、上述した第１および第２の実施形態では、デジタルテレビ２０１とフォトプリン
タ１０１の接続手段としてＨＤＭＩを用いているが、映像や音声の送信、双方向制御コマ
ンドの送受信できる他の接続手段を利用してもよい。例えば、映像表示装置１００に対す
る映像入力をＤ端子により行い、コマンドの双方向通信をＲＳ－２３２Ｃインターフェイ
スを用いて行うことが考えられる。また、第１の実施形態では、双方向制御コマンドとし
てＣＥＣを利用しているが、その他の双方向制御コマンドにも適用できる。
【０１４５】
　さらに、上述した第１および第２の実施形態では、フォトプリンタ１０１から出力され
る映像データを受信し表示する映像表示装置として、デジタルテレビ２０１を例に説明し
ているが、これはこの例に限定されない。例えば、アナログ放送も受信可能なデジタルテ
レビ受像機や、パーソナルコンピュータに接続して用いるモニタ装置など、他の映像表示
装置にこの第１の実施形態を適用することができる。
【０１４６】
　上述の第１および第２の実施形態は、システムあるいは装置のコンピュータ（或いはＣ
ＰＵ、ＭＰＵ等）によりソフトウェア的に実現することも可能である。
【０１４７】
　従って、上述の第１および第２実施形態をコンピュータで実現するために、該コンピュ
ータに供給されるコンピュータプログラム自体も本発明を実現するものである。つまり、
上述の第１および第２の実施形態の機能を実現するためのコンピュータプログラム自体も
この発明の一つである。
【０１４８】
　なお、上述の第１および第２の実施形態を実現するためのコンピュータプログラムは、
コンピュータで読み取り可能であれば、どのような形態であってもよい。例えば、オブジ
ェクトコード、インタプリタにより実行されるプログラム、ＯＳに供給するスクリプトデ
ータ等で構成することができるが、これらに限るものではない。
【０１４９】
　上述の第１および第２の実施形態を実現するためのコンピュータプログラムは、記憶媒
体または有線／無線通信によりコンピュータに供給される。プログラムを供給するための
記憶媒体としては、例えば、フレキシブルディスク、ハードディスク、磁気テープ等の磁
気記憶媒体、ＭＯ、ＣＤ、ＤＶＤ等の光／光磁気記憶媒体、不揮発性の半導体メモリなど
がある。
【０１５０】
　有線／無線通信を用いたコンピュータプログラムの供給方法としては、コンピュータネ
ットワーク上のサーバを利用する方法がある。この場合、本発明を形成するコンピュータ
プログラムとなりうるデータファイル（プログラムファイル）をサーバに記憶しておく。
プログラムファイルとしては、実行形式のものであっても、ソースコードであっても良い
。
【０１５１】
　そして、このサーバにアクセスしたクライアントコンピュータに、プログラムファイル
をダウンロードすることによって供給する。この場合、プログラムファイルを複数のセグ
メントファイルに分割し、セグメントファイルを異なるサーバに分散して配置することも
可能である。
【０１５２】
　つまり、上述の第１および第２の実施形態を実現するためのプログラムファイルをクラ
イアントコンピュータに提供するサーバ装置も本発明の一つである。
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【０１５３】
　また、上述の第１および第２の実施形態を実現するためのコンピュータプログラムを暗
号化して格納した記憶媒体を配布し、所定の条件を満たしたユーザに、暗号化を解く鍵情
報を供給し、ユーザの有するコンピュータへのインストールを許可してもよい。鍵情報は
、例えばインターネットを介してホームページからダウンロードさせることによって供給
することができる。
【０１５４】
　また、上述の第１および第２の実施形態を実現するためのコンピュータプログラムは、
すでにコンピュータ上で稼働するＯＳの機能を利用するものであってもよい。
【０１５５】
　さらに、上述の第１および第２の実施形態を実現するためのコンピュータプログラムは
、その一部をコンピュータに装着される拡張ボード等のファームウェアで構成してもよい
し、拡張ボード等が備えるＣＰＵで実行するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１５６】
【図１】この発明を適用可能な一例のシステム構成を示す略線図である。
【図２】この発明の第１の実施形態に適用可能なフォトプリンタの一例の構成を示すブロ
ック図である。
【図３】この発明の第１の実施形態に適用可能なデジタルテレビの一例の構成を示すブロ
ック図である。
【図４】デジタルテレビを遠隔操作するためのテレビリモコンの一例の外観を概略的に示
す略線図である。
【図５】フォトプリンタの電源がＯＮとされた際の、フォトプリンタおよびデジタルテレ
ビの一例の動作を示すシーケンス図である。
【図６】フォトプリンタから出力されデジタルテレビに表示された映像を、テレビリモコ
ンを操作して拡大表示させる際の、フォトプリンタおよびデジタルテレビの一例の動作を
示すシーケンス図である。
【図７】フォトプリンタの電源がＯＮとされた際の、フォトプリンタおよびデジタルテレ
ビの一例の動作を示すシーケンス図である。
【図８】テレビリモコンを操作して映像表示部に表示された画像を拡大および／またはス
クロールさせ、映像表示部の表示に対応してトリミング印刷する際の、フォトプリンタお
よびデジタルテレビの一例の動作を示すシーケンス図である。
【符号の説明】
【０１５７】
１０１　フォトプリンタ
１０２　プリンタコントロール部
１０４　操作部
１０５　画像／音声データ処理部
１０７　印刷機構部
１０８　印刷制御部
１０９　映像生成部
１２０　ＨＤＭＩ信号処理部
１２１　映像信号処理部
１２３　制御信号処理部
１２４　ＨＤＭＩ送受信部
２０１　デジタルテレビ
２０２　テレビコントロール部
２０５　リモコン受信部
２０６　映像設定部
２０７　映像表示部



(27) JP 2009-200640 A 2009.9.3

10

２０９　セレクタ
２２０　ＨＤＭＩ信号処理部
２２１　ＨＤＭＩ送受信部
２２２　映像信号処理部
２２４　制御信号処理部
２３０　電源部
３０１　テレビリモコン３０１
３１１　４方向ボタン
３１２　ズームインボタン
３１３　ズームアウトボタン
３１４　プリントボタン
５０１　ＨＤＭＩケーブル

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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